受賞理由　　
(1)信州エコ大賞　　
　〇中信地区環境教育ネットワーク（松本市）
　小中学校における環境教育を企業や市民の立場から支援し、学校現場に自然体験を中心とするプログラムを提供している。様々な講師団体がネットワークを組み、事務局が講師団体と学校をつなぐコーディネート役を務めることにより、小中学校への質の高い講座提供を可能にした(2022度までにのべ261校にプログラム提供、参加児童生徒数延べ25,151名）。コーディネート機能は、表舞台に出にくい活動であるが、学校現場の要望を的確につかみ、担任との信頼関係を築く上できわめて重要であり、その機能があることが多彩な学習プログラムの提供にうまくつながっている。これまでの運営は、ネットワーク事務局メンバーの献身的な働きの下で続けられてきたようにも見受けられる。今後無理なく安定的に活動が継続されていくためには、コーディネートという役割の価値と重要性が社会的に広く認知されることが望まれる。そして、県内他地域にもこうした取り組みが波及していくことを期待したい。　
　〇NPO法人いなだに竹Links（飯田市）
　天竜川の景勝地である鵞流峡で放置竹林を伐採し景観整備などを進めてきた天竜川鵞流峡復活プロジェクトが活動の母体となっている。2021年には「伊那谷」の「竹林」を通して「地区」同志の「輪」を広げ「リンク（連携）」させたいという代表の想いから法人化し、活動エリアを拡げてきた。景観整備や竹資源の活用に取り組み、成長しすぎたタケノコをメンマに加工し「いなちく」として商品化したほか、竹炭・竹チップの商品化を図るなど竹の有効活用にも力を入れている。地元住民や学生ボランティアとの連携、地元の小学生・高校生等を対象とした体験学習・環境教育の実施など、幅広い取り組みが評価できる。また竹の活用サミットを通じ、全国レベルで横の繋がりも生まれている。法人化からの年数はまだわずかだが、今後の活動の継続性を確かなものにするうえでは、代表が前面に立つ体制から、趣旨に賛同する人たちが共に活動を牽引するような、活動組織のさらなる体制強化にも期待したい。

(2)奨励賞　　　該当なし
(3)信州エコ大賞企業賞　
　〇株式会社新井製作所（須坂市）
発泡スチロール成型用金型製造を主な事業内容としてきた企業であるが、県内における再生可能エネルギー利用の可能性に着目し、得意とする回転軸技術とアルミ加工技術を活かした小水力発電設備の開発・普及に取り組んでいる。地元の産官学連携により、メンテナンスのしやすい高効率の小水力発電用水車及び発電ユニットの開発と製造、小水力発電所の建設に注力している。加えて、建屋と一体化した小水力発電用ユニットの製造にあたっては、外注先をほぼ須坂市内とし、メンテナンスにも有利な地域循環型製造を心がけている。小水力発電は、地域の農業用水の有効利用に繋がっているとともに、発電設備が地域の子供達への環境教育に役立てられている点も評価できる。さらに、県ＳＤＧｓ推進企業に登録し、自社工場屋根での太陽光発電が、生産活動で消費する電力の30％を賄っているという実績もある。
〇三洋グラビア株式会社（伊那市）
2011年の応募をへて、再度の応募である。明確な社是理念と行動指針の下、食品を主な内容物としたフィルムパッケージをオーダーメイドで一貫生産している企業である。国際規格に適合した品質保証体制と食品安全管理体制による安心・安全な軟包材の提供を心掛け、持続可能な社会に貢献する“がんばるパッケージ®”による百年企業を目指し、エコアクション21、FSSC22000の認証取得や県ＳＤＧｓ推進企業への登録も行っている。ドライラミネート工程における接着剤塗布量の見直しや、接着剤の再利用による使用量の削減、リデュース、モノマテリアル化、独自の印刷技術を用いた品質向上と有機溶剤等の排出量削減との両立、バイオマスインキの使用、廃溶剤や廃インキの再利用など、意欲的に様々な工夫を行っている。さらに、自社工場での太陽光発電の導入・ＳＤＧｓ私募債導入による寄附・フードバンク活動や、地元の環境ピクニック創設メンバーとして、社員参加による20数年にわたる天竜川清掃といった社会貢献活動も行っている。
以　上

